
 

 

動かないように  

しっかり持つ！  

 

 

 

 

 

 

 

居安思危 思則有備 有備無患  

～ 安きに居りて危うきを思う 思えばすなわち備えあり 備えあれば患い無し ～ 

（出典「春秋」の注釈書「春秋左氏伝」） 

 

 9 月 1 日は「防災の日」、9 月 9 日は「救急の日」です。毎日、何気なく過ごしていますが、災害は

いつ起こるかわかりません。予想しないことが起こると、人は頭が真っ白になってしまったり、パニ

ックに陥ってしまったりすることがあります。最近は地震や大雨などで大きな災害が多発しています。

自然現象を防ぐことはできませんが、被害を最小限に押さえ、自分や家族の命を守ることができるよ

うに、ふだんから心の防災力を高めておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地震が起きたときに最初にすることはどっち？ 

Ａ．火を消す！     Ｂ．自分の頭を守る！ 

 こたえは  

 地震の揺れは数分間続くこともあります。丈夫な机の下などに 

もぐって落ちてくるものから頭を守りましょう。近くに隠れられる場所がないときには、持っている教科書や鞄で頭

を覆い、姿勢を低くして、揺れがおさまるのを待ちます。 

 隠れるポイントは「落ちてこない」「倒れてこない」「物が移動してこない」場所です。 

 最近のコンロやストーブなどは地震の揺れを感知したら自動で火が止まるものが多くなっています。揺れがおさまっ

てから、火が消えているか確認し、避難するときは火災予防のためにガスの元栓を締めて、ブレーカーを落としてお

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪では９月５日に「大阪８８０万人訓練」を

実施します。 

当日は訓練用のエリアメール /緊急速報メール

が送られてきます。この機会に災害時の行動に

ついて家族で再確認しておきましょう。 



 

 

 

 

 

災害時だけでなく、ふだんにも役に立つのが救命処置や応急手当

の知識です。咄嗟のときに一歩踏み出して、手を差し伸べられる人

になるためには練習が必要です。保健の授業でも必ず勉強しますが、

消防署や日赤でも定期的に救急処置の講習会を実施しています。機

会があればぜひ積極的に参加して、倒れている人やケガなどで困っ

ている人を見かけたときに声をかけられるようになりましょう。 

 

 

 

 

 電話の近くに必要事項を記入して 

貼っておくと、いざというとき安心です。  

 

 

空気が乾燥し、埃っぽかった

り、花粉が多く飛散する時期

は鼻の粘膜が傷つきやすく、

鼻血が出やすくなります。小

鼻をしっかりつまんで圧迫止

血を 20 分×2 セットを行って

も止まらないときは病院に行

きましょう。鼻血が出た後は

感染予防の為に鼻をむやみに

触ったり、すすったりしない

でくださいね。 

災害を考える～防災・減災・縮災～ 

地震・大雨・火山活動など災害のリスクはたくさんあ

りますが、みなさん一人ひとりの心がけと国や自治体

による対策の両輪がうまくかみ合うことで、被害をで

きるだけ少なくすることができます。そのために必要

なことが正しい知識と正しい情報、そしてそれを正し

く活用する知恵です。災害のニュースを目にしたとき

には、自分のこととして考える癖をつけましょう。そ

の積み重ねが未来のあなたを守ります。 


